
187.栗東町岡遺跡、の

発掘調査(1989年度)

しはじめiニ
JU)' l"と の.

採取阻n崎遺跡qよ、 d巨大Tnl叉:・w:mr下ri山付近に所在す

る。 1986年度、 111f* 'r.i'll JJ)) ~'IH.iI "l~業にともなう i羽交に

よリ、大!;JJ.j徒主・-ill物Itfが検111され、必太'/:Iil1fIと縫定さ

れている。

その後.1988年いは、[:Jj(.本件Il場明担保i事業の排水路

古IS分が発t¥'iされ、 ill物静にj告なると，回、われる合E宮跡が

検出された。

今例報告する1989年j交の訓ff.li、名神高速道路の拡

幅工二J}.にi下うむので、 1988J判定の淵住トレンチに除機

してトレンチが設けられた.doHEi7ii械は、560附・と狭小

であるが、 1988:年度，狗有トレンチにまえ〈遺構で、全貌

が明らかになゥたものもあり、大きな成来が得られた。

N o. 160 
1991.7.20 

2.位置と環筏

悶遺跡は、瀬田氏峻か ら ilr-生する舌~I(の I王阪上に所

在する.lil凌の先端には、会長89m、l湾僚をあわせる

と111mの大きさの帆立只形的J11のj出IlJ，'i Jj'tがあり 、古

I貨の東側には小古川 L仰認され、地IJJ~i!ft を首長鴻と

する古墳得をなしていたとぷわれる。

1987i干のw.~査では、 -;11約16001 のこ111の峨械により

区副された大区i凶のrl-'に、 一辺約百0111の小ぼIllijが3筒

所確認されている。小包他iのrl"のー I:ili所には、 |“lと同

廊状建物に11IIまlll.:.6 IUI x 2 1111 (Iiq Illi庇と考・えると)

のiE殿風の泌物がある 。

他の小区画では、U'1!11と4ιt起き Hる総村・の主!.I物が検

出されている.

1988年の捌伐て'l~ 、lE誕生瓜の雄物の .lt Jll:古都で、やは

り総柱の倉I!~と忽われる ill物が検出された. また、南

北方向に延びていた区画泌が、 90・fiilきを変え、東西方

向へ延びることが舷必され、小区制が正殿KtI.1主物のw:

側4こも存在する可能性がLたれている.

湾主事

1988・89
年度調査
トレンチ

第 10 岡遺跡全体図
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高トレンチ南盤面.:1:.断面図

① l目袈土灰色枯土
O l日夜土決稽灰色給土
③縫灰色枯主

@ 灰侮色砂貨土
⑤灰績色粘土
⑥⑤よリやや色が珊い
①掻色砂鴨議
<lI>oと⑤の混層
!lI>oと⑤と③の浪婿
@③にやや灰色i昆る
。⑬よ りやや色が瑚い

地山側怨色結士

2・2・s・7埋.:1:断面図
①表土

喧)床土{資灰色土)
③茶侠色土
@絶山{笹色結土)のプロック

⑤灰褐色結土質
⑥ 悔也枯土
@⑥t'/oが!t伝〈楓怠土俗し
@(4)と⑤と無色土の浪縞
G)@よリ@抑制合が少ない
地山=置膜色土 ・轡色桔之

溝 4緩ま土居断酒図

①裟土
@席土〈滋灰色砂質主}
③燈色桔質土

@灰鍋色結揖土
⑤灰買色砧111土
地山一，克銭色結土

トレンチ北部穏質面£庖(溝8埋.:1:)断面E自
①岩壁土
@ 床土(淡貸灰色砂質土〉
③綾灰色静凋土

@民信色結置土
@暗灰色和賞土
@ 時 機色砂蝿土
①暗灰色砂質土
⑥③よりやや薄い色{銭方Z<n捜:1:)
@淡賞灰色結質土
⑬@よりやゆ薄い色
地山=貴裕色枯主

建物 S錨方緑土土層断簡函

①灰縫色給土
@ 締色軸貧土
③灰色結主に②混る
@③と③浪る

⑤@と①iRる
⑥~灰色給土
① f寄に②申や，毘る
⑨灰色結土
⑨⑥と時灰色絡土湿る
⑪①と地山{信也裕土);昆る
地山z 犠色結土

Jt鞠S錨方程:I::t./W断面因

。灰茶色砂質土{地山港り)
o，混成茶色砂質土( 11 ) 

③ 暗灰色枯黄土( 11 ) 

④淡灰色絡主
⑤③よ りも地山多〈混る

@ 後灰色砂質.;t(地山潟リ}
①広抱灰色紗質土( 11 ) 

⑥ 噌灰色紡聖書本{③よけ均山多〈混る}
⑨ 暗灰色紗質止
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第 2図 同遺跡 (1989年度)遺構図・土層断面図 (1 ) 
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南部トレンチ衛壁画土磨断面図
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第 3図 岡遺跡(1989年度)遺構図・ 土層断簡図(2 ) 
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第 4図 悶遺跡主要i議機(その 1) 

3.調査 である。Jil!.土から 、 ~Ji!9:*訓示( 6 -1 )、土r.m総が出こ仁

①鱗j!i1.レンチ している。

絢森トレンチlま、調絞めjifj妙に応ヒて北部トレンチ i祢3{主、 l阪3.5m 、 深さ 0.6111 を iHlJ るやや深い ill~ で 、

( I隔がJ3 -4111、長さ約130m)と南部トレンチ(幅約 1988年j支トレンチから延びてきている。

3-4111、長さ約20m)の二筒所設定した。 建物 1 は、 1988年j災市，~1，~ 1.レンチの建物湖、と向ーの

北部トレンチの北端と、衛官1)トレンチの南京市は自然 もので、31制x(4Jm以上)の総枝の建物である。技Ain
地形の洛ち込みがみられ、落ち込み羽iにはj立椛がほと

んどみらtLないことから、この?寄らjるみに狭まれた古1)

分(こ ζ が丘陵の隠般にあたる)が遺跡のft'1i闘である

ことが分かる。 なお線高 lま東京 i~Jの 3JZt~Jif，正而高 (T ' P)

による。

②是正本ニt.層

南部トレンチでは、地表下20-30clIlにitI総而がある 。

北青Eトレンチの南端では、地表下45cmA:'li度にi立総簡が

ある。表土下は一層のみで、池山はね色粘土である。

北部トレンチ中央部では、起iti'lt前{まれ!!茨下40-55c問、

表土下は 2J習で、地山は賞灰色土と綬色紡土である。

北部トレンチ北部では、起I締前は地表下20-50cmであ

リJ也iねは!Ti褐色粘土である。 iti怖の標高は、南部トレ

ンチにおいて約110.20m、北部トレンチ南端では 約

110 20m、北部ト レンチ中央官1)では110.15rn -109.90 

m、建物3凶半分では、109.80mであるが遺物3の綴

方 3・7の中心、を通って地形は一段下っており、織方

4・12付近では109.45mを測る。なお、泣物包含j曹は

なく、逃-物はすべて逃椛ifrilliL上から出土する。

③泌総

逃t~y~ としては、前 ・ ゴニ;坑 ・ ピットなど多くが検出さ

れたが、今回は、1988年j支の調査で検出されたものと

関ij!fする Lのを中心に&べてみたい。

機 11;1:、北部トレンチの1菊織に存花する。 1988年度

に検出されたものの延長であるが、備は、西端におい

ては、0.95mあるが、東端においては 0.5mと狭くな

ってお り、 泌さは0.27mである。この様{;I:、区画織の

一つであるが、東へ行くにつれて狭〈 、浅くなってい

くものと思われる。:t.mこヒ{;I:灰総色粘土である。

総 7 は 、 1988if~度トレンチから続く鴻で、 lþffi 6 m、

泌さ 0.3mをi!lIJる。

日~ 21立、 1988if三度トレンチから絞〈織で、幅4.2m、

i朱さ 0.5111をiWJる。 i務2は、 1988年度トレンチでは 、

南北から東西へ約90・向きを変えておリ 、区画織の 1つ

{j: lí~~丸方形状で、 長納1. 0 111 - 1. 301 、 知~;lh l. O-0 . 7m 、

1栄さ0.3-0.44111である。

ょの総肢の愁物lま(1987.fJ三度制査区の)区画内の総

柱の建物のJ'j位と合致している。

iW~4 ，主、19884三度 トレンチから延びる織で、怖は西

端で1.9m、Z反論で1.4m、泌さ0.3111をiWJる。泌l阪は

1988年j支トレンチに比べて狭くなっている。

以上述ぺた構 l、7、2、3、4についての捜土

は、 1J留から 61留までの階数を数えることができるが、

いずれも 、五日午!習は、灰禍色料i11(土である。(料品4の

場合、最下層は、灰黄色給質土であるが、これは、地

山のよi1日である可能性がある。}

ìfl与 4 を -l;JJ る綴方。この掘方l主主t1.~~~て・存在し 、 |装!巡す

る他の燃方は、 トレンチの外に出ていると忠、われる。

長柄h1.2m、短稲"1.0mの五角形にiEi:い形て ，i柴さ0.45

rnをiWJる。

f.，'I~ 8 I主、1988.fJ三トレンチから続いているが、 トレン

チ中央で大きく拡がってしまい、採さも0.25mと浅く

水潟 1):1*にな って しまう 。中高l孟北端で 2.5m、F伝説iiで

7.9 mをi!!lJる。息日ニの最下隅(;I:、H者灰色砂'tt土である。

束11[Jjの府を建物3の捌方に-l;JJられている。i持8からは、

須恋*語、土日ili様、黒色土総、l爽翁h陶絡が出土している

がいずれも小)'，・である。

建物3は、 1988年トレンチの建物と悶ーで、 4問×

3 r:fJの総柱の怨物て'.，fkilIj ，:1:、一辺1.2m-1.5111の方形

である。1祭さ 1:l:0.6-Q.7mで、出土{立、車111かく分j習で

きる。中心部に直径0.3111.fj!J支の位痕を残すものがあ

る。この:建物11約10rnX7rnの規桜である。建物 1も

約10111X 7 111の規般になる。

建物 1 と建物 3 は、採!方の深さにj~いはあるが、 方

向も同じであ リ、 同規般の建物として何らかの関連性

をもとめることができる。 ~mi方 5 から土師恭片が出土。

なお綴方10. 7.11.12は、建物1の主総!と方向が

違うことから別の建物と思われる。

一-4 一一
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1989年度目司査区(:lt部トレンチ}
im節トレ戸 ZJ

2・3 hj 
L_ 1.0M 

ョー2 溝7 1988~度調査区 ョー1

ドdj¥ u / 
第 5図 岡遺跡主要遺織(その 2) 

議611、やはり 1988年Irlトレンチから続〈織である

が、申í~6.8m に広がっているo i~ <、構内に御方を有す

る点など、織のイメージはl導<.水淑り状を呈する。

巡物11、lバfill民Jn'iU(のni.:k6 s<I-2問問。L6図-3、

平1L6岡-4がHIl:している.

南部トレンチでは、 mから悶にli'Jって大きく自然め

孫ち込みがある。 1-.J1止の部分にはJkliJi、総等がある。

また務ち込みの佼紛し1- に扱1:-)] がjl~んでいるのは、織の

ようなものがあったのかもしれなLυ 術部トレンチで

は、 i立mlflittc上から ~J()ぷ総決{本古11)'，'、釘iM.(総}午、ゴニGJU

2t片、 i旦ilt陶;慌がILI土しているが、いずれl，lj-g・であ

る.

@ill物

出土iti物はいずれも小I!，・で、実測可能なものが少な

かったができうるかぎリ閃l孤を応えってみた.

~6 同一 1 (以下毎号のみ) 11 、 ~jl.ilぷ2号訴身である。

泌 2tl:lj二品で色調1111ff灰色である.

211、灰袖i毛JiI伝のLHまである o fll; 6 Ii¥土品である。

色調11灰白色である.焼成ら良好である.

3は、円而悦の胸部である o i，'品6tl:¥土品である。色

調は灰色で焼成lま良好である.

41立、平瓦である.泌6}1¥七，iJ，である.全体に自主i粍

がす干し L、。焼成も1l¥I<、やわらかい。 Ilfiゴニ11貨灰色土

で炭ぷl汲"vir)1iltま附灰色、1'1色紗1，えを多〈含み、 d部に

総子1111きを;{iす.

1311、烈色-t~詰の似iである。 ;1じml測査区中央部の綴

方から111ごにしているo I人j聞のみjえ誹;ヵ'19k"viしておリ 、

j治二1:1;U'(f.色で、ある。

起W'/.IJI土t178は以上5点のみであり 、以下11包含}苦出

土品である.

5 は、~j'ì!~(?.詰H身である.色制 11背灰色、胎土 ・ 焼

成t主良好である.

61立、灰1自民望~i'::1のl'1部と Jd郁である内色調は灰白

色で 2に以ているo Mi土 ・焼成とむに良好である。

711 、 1J~!1与総似身である.焼成はやや:æ;<、やわら

かい.色湖11i炎灰色で、脈上は白色 ・烈色砂校 ・クサ

リ撲を少々合も・.

811 、~f( .'!~骨量2.誌の山純である.色調 11灰色であり内

l自に自然制がやtA'iする.胎よ11白色砂主主 ・怨色砂粒を

少々含む.

911 、 ~t(~r，材不身である。小I~ であるので口径は不

明である.色測は灰色であるo 6 -7世紀代のものと

忠われる。

10 は、 ~mぷ日持率不告えである。小J'，・であるので口径は不

例である。色調11灰色で1'1(己砂利を含む。念体にjお粍

している。

1 11ま、 ~t'( J~昔話肉料の脚部て。ある。外l前に凹~に狭ま

れた波状攻:を仰す。 内 !l1IJ 11 料i じをつ ~m してl写くして

いる。内外 |而に I~l 然fdl が十J~'fする。 J治土lま 1'1 色砂校を

多〈含むo JJfi土 1;):灰色、 n然抗h1よ滞紋色である。 6世

紀代のものである.

1211 、瓦ïVJ~ ~在の nH古11である . 外凶iに炭ぷが吸お

している.鍔lま欠孫しているo J約七は白色砂牧を多〈

含みおlいo 0 外耐{ま.'.1.¥色、 1)..11(liJ五よぴ断面11、i炎灰絡

色である.

14は、瓦1t羽釜である.内外的iに炭..til<1吸治してい

る.全体にやわらかく初l般が多い.飴土1;):、白色砂殺

を多〈含み、おlい.色;;rm内外IfIi附灰色、断I扇11i炎1閉じ
色である。

1511 、，I.l，\色七 ~j俄の J;~部である.会体に俗.. f.{著しい。

外簡に炭，#1汲消の泌がわずかにある.klifIはJ!化して

低い。色調11、i炎T'I.色である。

161主、1'1磁の小 IIILである 。口付，;Al$の~Ihがふさとら

れる 「口禿nnJである。ぷJむはうすい!炎色、;fdrli自制

している。 13世紀-14世紀代のものである。

17は、 f;i楽~;~.鉢である .長:riを 多〈含む。色絢li う

すい綴色である。やわらかく }Jti~~ している。 1 6世紀代

のむのである。

18は、前瀬戸l英利1腕である。)J台土11灰内色で紛良で

ある。利 li 淡1i'l色でヤ l付外1(lì とも制必~干しい。 16世紀代

のものと忠われる.

1911、外部は附灰色、内 ・断1(liは灰色、飴土IH占良

である。

2011、焼成が懇くやわらかい.斯UUl1i炎般色、内外

郎lii炎灰色o >>合土{孟!!.¥色砂枝、 7サリレキを含む「。

211立、内 ・外的1とb叩き自をおリ消している.色調

は灰色である.

221i、色調I;J:灰色、lIf;土に i守色砂利を含む.唱さく焼

よっている。

231主、やや厚手で、色調は灰色、白色砂利を含む。
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第 6図 同透跡 (1989年度)出土造物実j買IJ図

I1古J:は鍛'$・でいある。

241主、色測は外ifli・|開finil，;J:灰色、内聞は灰白色であ

る。JJn二tl;t密で白色砂料、然色砂利を含む。
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3. まとめ

1989年度i刻査の概要を

j主べてきたが、そのまと

めをしておきたい。今回

の調査は、1988年度トレ

ンチにi持按している部分

だけに、 |船主逃織の伶[ra.

がliJ，1:fiの著書収 となうた。

多〈検出されたi格闘:に

ついては、 1988年度制Q

区か らの延長は総認され

たものの、対3の方向、形

態については‘阿トレン

チでi主うところもあった。

建物跡については、建

物 lと建物 3については、

はぽ伺じ規絞で3問X4

|悶の濯物である ことがli*
~J!，さ:ilた 。

W I:j立牧1については、

1987年、 19811if.の剰資と

はlよ同 じ時代のものが出

土して いるが、包含}脅か

らは 6-7也'紀代のもの

と古代 ・中世のものが出

ご|二しており、 |詰j遺跡の年

ftのβ"がり を!I長じさせる。

おわ りに、この綴告を

記すにあた って、楽}}t町

文化体脊振興事業聞の平

井若手一氏には 、資料を従

{共していただくなど、た

いへんお世話になった。

言己して紛?を:を表したL、。

(紛糾 iE宏)
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